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松
111
敦
授
略
歴

七

先
生
名
は
直
蔵
‘
字
は
子
方
、
春
城
さ
琥
す
、
播
陽
明
石
常
津
村
藩
士
松
山
七
＿
二
氏
の
次
男
な
b
、
明
治
五
年
正
月

先
生
幼
時
厳
打
よ
り
艇
書
の
素
讀
を
授
け
ら
れ
＂
後
郷
儘
林
芳
信
先
生
の
門
に
入
り
て
専
ら
漢
學
を
學
ふ
、
明
治
十

九
年
四
月
九
日
赤
石
小
學
校
卒
業
後
、
俊
オ
の
故
を
以
て
抜
擢
せ
ら
れ
、
明
石
郡
第
一
番
學
謳
維
林
小
學
校
補
助
員
と

な
り
、
同
廿
年
四
月
一
日
明
石
郡
王
子
小
學
校
授
業
生
心
得
を
命
せ
ら
れ
、
仝
年
四
月
二
十
一
日
維
林
簡
易
小
學
校
授

業
生
さ
な
り
、
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日
職
を
僻
す
、

明
治
二
十
一

1

一
年
恩
師
林
芳
信
先
生
の
督
圃
に
よ
り
、
法
學
研
究
の
志
を
懐
き
て
京
都
に
出
で
、
同
年
七
月
第
三
高
等

中
學
校
に
入
學
す
、
在
學
中
病
を
獲
て
覺
る
所
あ
り
、
志
望
を
一
髪
し
て
遂
に
続
害
の
研
究
に
向
へ
b
‘

二
十
七
年
七
月
第
三
高
等
中
學
校
卒
業
後
、
東
京
帝
國
大
學
文
科
大
學
漠
學
科
に
入
學
し
、
島
田
箔
村
先
生
に
師
事

し
、
傍
ら
嘉
納
治
五
郎
先
生
の
講
逍
館
に
入
b
て
柔
逍
を
學
び
、
専
ら
心
身
を
鍛
治
せ
ら
る
、

二
十
八
年
五
月
八
日
厳
君
の
喪
に
遭
ひ
、
覚
に
家
を
東
京
に
移
し
て
自
ら
弟
妹
の
数
養
に
従
事
す
、

舟
年
七
月
大
學
を
卒
業
す
、
同
年
十
二
月
東
京
に
於
け
る
毛
利
侯
の
時
腎
合
放
員
、
及
び
井
上
闘
了
博
士
設
立
の
哲

七
日
生
る
、
長
男
竹
次
郎
氏
幼
に
し
て
歿
せ
し
為
先
生
家
督
を
相
績
す

松

山

教

授

略

歴



至
孝
を
以
て
稲
せ
ら
る
、
喪
に
臨
み
て
哭
泣
茸
哀
を
極
め
り
．

鴬
に
孔
孟
の
道
を
講
じ
、
大
い
に
時
弊
の
矯
正
に
識
力
せ
ら
る
、

校
山
牧
授
略
歴

瓜
千
館
請
帥
を
嘱
託
せ
ら
れ
罷
書
を
講
す
、

舟
一
年
七
月
大
學
院
に
入
學
し
、
重
野
成
壺
、
井
上
哲
次
郎
雨
先
生
の
指
導
を
受
く
、

舟
二
年
四
月
東
京
高
等
師
範
學
校
附
屈
中
學
校
講
師
を
嘱
託
せ
ら
る
、
舟
三
年
四
月
之
ャ
僻
一
9
、

Jlt-
―
一
年
四
月
東
京
陸
軍
地
方
幼
年
學
校
放
授
を
命
せ
ら
る
、
同
年
十
一
月
従
七
位
に
叙
せ
ら
る
、

Jlt
五
年
入
月
之
セ

舟
五
年
八
月
廣
島
高
等
師
範
學
校
の
創
立
せ
ら
る
＞
や
、
聘
せ
ら
れ
て
同
校
敢
授

Jゞ

な
り
、
専
ら
支
那
文
學
支
那
哲

學
を
諸
授
す
、
三
十
五
年
す
二
月
正
七
位
、
三
十
入
年
十
月
従
六
位
、
四
十
一
年
正
六
位
拗
六
等
に
叙
せ
ら
る
、
大
正

二
年
几
月
従
五
位
に
叙
せ
ら
る
盲
大
正
五
年
大
阪
に
懐
徳
堂
の
復
興
さ
る
A
や
、
廣
島
高
等
師
範
學
校
敢
授
の
職
を
辟

し
、
同
年
十
二
月
聘
せ
ら
れ
て
悛
撼
堂
紋
授
こ
な
る
、
六
年
一
月
正
土
位
に
叙
せ
ら
る
、
爾
後
一
意
専
心
大
阪
人
士
の

大
正
八
年
九
月
二
十
七
日
慈
班
蔑
江
刀
自
逝
去
せ
ら
る
、
先
生
若
く
し
て
巌
君
を
失
は
れ
‘
爾
未
一
意
母
堂
に
事
へ

爾
末
懐
應
堂
に
學
を
講
す
る
こ
ご
十
有
一
年
、
昭
和
二
年
二
月
二
十
三
日
病
を
得
て
就
床
、
其
後
養
生
効
な
く
四
月

二
十
三
日
逝
去
せ
ら
る
｀
享
年
五
十
有
七
歳
、
明
石
本
立
寺
先
埜
の
次
に
葬
る
、

先
生
曾
て
『
北
宋
五
子
哲
學
』
ご
題
す
る
學
位
請
求
論
文
を
京
都
帝
國
大
學
文
學
部
に
提
出
さ
れ
し
が
、
終
焉
飾
に

僻
す
、

入



ひ
て
子
と
な
す
、
今
九
州
帝
國
大
學
法
文
學
部
に
在
り
て
、
法
律
學
を
専
攻
す
。

至
り
て
文
學
博
士
の
學
位
記
を
授
け
ら
れ
た
り
。

*’ 

先
生
天
資
温
厚
篤
寅
、
身
を
持
す
る
恭
倹
に
し
て
終
H
惰
容
を
見
す
、
其
學
は
鐸
學
に
長
じ
、
特
に
宋
學
に
於
て
其

精
徴
を
究
め
、
朱
子
を
舘
信
す
る
こ
ピ
尤
も
深
し
、
追
稿
若
干
冊
ぁ
り
、
家
に
殿
せ

b
0
先
生
子
な
し
、
姪
党
君
を
養

松
山
敬
授
略
歴




